
広島大学附属幼稚園・・・・・・・・平成２4 年９月２９日  

園だより   １０月          
園庭では、ばったやこおろぎなど秋の虫を見かけるようになりました。また、山際では栗の実やどんぐり

を収穫できるようになりました。子どもたちの遊んでいるすぐ側をとんぼ（あきあかね）も飛んでいます。

気候も過ごしやすい良い季節となりました。 

9 月には畑で収穫したとうもろこしや豆・おくらを楽しそうに食する子どもたちの姿が見られましたが、

最近では、山際で拾ってきた栗を森の日に焚き火で焼いて食べたり、職員室で茹でてもらって食べたりして

います。時には自然に生えているむかごを採ってきて食べている姿もあります。いよいよ秋到来を実感する

季節となりました。 

自然の移り変わりを目で、あるいは食して実感できるこの環境を大切にしながら、子どもたちに十分体感

させたいものだと思っています。 

 

○うんどう会に向け頑張っています 

うんどう会を間近にひかえて、子どもたちの間で日々うんどう会への期待感が高まっていることが感じら

れます。うんどう会は、気持ちの良い秋空の下で、幼稚園の仲間が一同に介して、元気に身体を動かして遊

ぶ楽しい日です。子どもたちにとっては、お家の人に一生懸命な姿をみてもらい、声援をおくってもらう嬉

しい「晴れの日」でもあります。どうかご家族そろってご一緒に楽しんでください。 

 

○ウコッケイのお嫁さんが来ました 

 ウコッケイのお嫁さんが幼稚園にやってきました。飼育小屋では、長い間オスが一羽で暮らしていました。

「これでは、飼育当番で頑張っているそら組の子どもたちは寂しそう。何とかならないかしら？」という声

を受け、お嫁さんを探しました。そこで、このたびご縁がありお嫁入りが決まりました。お嫁入りにあたっ

て、けんかをしないかと心配をしていましたが、おかげさまでとても仲がよく暮らしているようです。子ど

もたちとともに安堵しています。そら組の子どもたちがさっそくお嫁入りしたウコッケイに名前をつけてく

れました。「ここちゃん」と言います。時々飼育小屋を覗いてみてください。仲むつまじい姿が見られますよ。  

 

○前期終了です 

 保護者の皆様の幼稚園教育へのご理解ご協力により、無事に前期を終了することができます。お一人お一

人の幼稚園教育への温かい眼差しを心より感謝申し上げます。 

 今後も子どもたち一人一人のより良き成長を願って、教職員でさらに充実した教育を行うよう努力をして

いきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

・今月は後期の諸活動費 6、600 円を徴収させていただきますので、よろしくお願いします。 

・10/2 より平成 25 年度の園児募集要項を幼稚園で配付します。ホームページにも同様のものを掲載します。

お知り合いの方で入園希望の方がいらっしゃいましたらその旨をお伝えください。しばらくの期間、来園

者や見学者がありますが、園児の活動に支障がないように、安全管理等にも十分気を付けていきますので

ご了承ください。 

 

 

お 知 ら せ ＆ お ね が い 


